
フ
ィ
ヒ
テ
の
心
不
｛
教
折
屈
學
の
｛
襲
展

朝
永
三
十
郎

㎜

g139

　
廣
義
に
於
け
る
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
あ
哲
學
…
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
ソ
ン
グ
、
へ
r
グ
ル
、
シ
ュ
ラ
ィ
ェ
粥
マ
ッ

ヘ
ル
、
シ
・
－
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
等
を
含
め
る
；
；
の
重
要
な
裏
話
特
徴
の
一
ど
し
て
、
近
世
の
何
れ
の

時
期
の
哲
學
に
も
比
べ
て
璽
に
強
き
宗
敏
的
無
心
に
支
配
さ
れ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
が
下
げ
ら

れ
得
る
こ
と
は
一
般
に
承
認
さ
れ
得
る
事
實
で
あ
る
と
思
ふ
。
茶
督
敏
を
嫌
ひ
印
度
思
想
を
取

入
れ
て
脅
家
憲
學
の
重
要
契
機
と
し
尤
シ
獄
ー
ペ
ン
ハ
ゥ
エ
ル
は
溺
で
あ
る
が
、
他
の
ク
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ

リ
ン
グ
、
へ
3
ゲ
ル
、
シ
・
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
等
の
所
謂
患
平
平
の
代
表
的
患
想
家
が
暴
っ
て
騨
學

部
出
身
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
竜
、
此
事
實
と
關
亡
し
て
、
前
後
の
時
期
に
心
し
て
の
著
し
き
野
照
で

　
　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
数
費
攣
の
嚢
縦
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



eao

　
　
　
　
甜
欝
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
餓
型
　
山
ハ
　
癬
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
二

あ
る
。
菰
し
て
是
等
の
思
想
家
中
夏
に
．
其
構
想
並
に
生
活
の
墜
芳
の
上
よ
う
し
て
最
宗
敢
的
傾

向
に
富
む
竜
の
を
求
め
π
な
ら
ば
先
づ
指
を
シ
凱
ラ
イ
エ
〃
マ
ッ
ヘ
ル
と
フ
ィ
ヒ
プ
と
に
漏
せ
ぎ
る

を
得
嚢
い
。

　
「
予
は
幼
時
よ
う
し
て
早
く
劇
壇
の
人
控
ち
ん
こ
と
を
期
し
た
」
と
は
フ
ィ
ヒ
テ
が
ラ
イ
プ
ツ
・
ッ
ヒ

在
監
申
窮
追
の
除
ザ
ク
セ
ン
の
敏
務
島
物
者
に
歯
し
て
漿
學
給
費
の
支
給
を
講
は
ん
π
め
の
書

翰
の
草
稿
中
の
丈
句
で
あ
る
。
（
拷
慶
蔭
葺
ω
算
象
⑦
口
N
霧
津
p
身
甘
匹
諺
σ
脅
。
・
σ
q
Φ
ω
。
密
葬
け
⑦
釦
母
国
。
客
譲
§
彊
堵
δ
i

器
臣
魯
翫
箆
④
ぼ
Φ
磐
こ
・
O
秘
図
霧
駐
魯
Φ
⇔
鑓
巳
。
零
℃
㌶
ρ
b
警
導
σ
Q
●
溶
ピ
一
話
9
象
響
く
回
・
H
。
。
郵
）
此
決
心
に
は
田
舎

の
紐
織
職
人
の
子
で
鷲
鳥
の
番
を
さ
せ
ら
れ
て
二
二
彼
が
不
議
し
だ
機
會
か
ら
ミ
ル
テ
ィ
．
毒
ツ
男

欝
の
保
護
を
受
け
て
攻
學
生
活
に
入
る
や
5
に
な
つ
二
二
の
偶
然
の
事
情
や
、
次
で
二
蓄
デ
ラ
ウ

の
牧
師
ク
レ
｝
ベ
ル
夫
妻
の
温
き
敬
震
獄
家
庭
で
児
童
期
の
至
幸
稿
な
年
月
を
途
う
艶
腱
に
彼

れ
の
修
學
の
端
が
開
か
れ
教
育
の
墓
礎
が
造
ら
れ
疫
と
い
ふ
様
惣
乙
と
等
が
幾
分
か
外
的
に
機

會
を
興
へ
π
と
い
ふ
≧
と
も
あ
ら
う
し
、
叉
π
彼
の
霞
自
に
よ
れ
ば
〔
同
よ
、
彼
は
古
典
の
研
究
に
興

昧
を
有
し
馬
力
大
學
の
講
壇
に
立
ち
カ
い
と
い
ふ
希
望
を
有
し
な
い
で
も
な
か
つ
π
が
斯
る
職

業
は
彼
が
如
き
無
資
産
者
に
は
不
向
で
あ
る
か
ら
境
遇
に
相
癒
し
い
職
業
を
鐸
ば
ん
と
し
カ
と

い
ぷ
事
情
竜
あ
ら
う
が
、
併
し
鞄
く
ま
で
我
に
忠
實
な
、
凡
て
の
行
動
言
論
に
直
裁
に
純
な
る
我
を



　
登
表
せ
ざ
れ
ば
巳
棲
ぬ
と
い
ム
「
我
」
の
哲
學
者
π
る
、
而
し
て
哲
學
上
の
立
撃
の
選
揮
す
ら
人
の
性

　
格
に
依
存
す
る
と
論
い
だ
彼
が
、
自
ら
己
れ
の
素
質
や
性
格
に
反
し
て
職
業
を
含
ん
だ
と
い
ふ
こ

　
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
は
思
想
上
腕
に
生
活
上
野
徹
底
し
た
活
動
主
義
者
で
あ

　
，
る
と
い
ぶ
鋤
か
ら
共
学
學
的
立
揚
及
び
性
格
に
は
」
倫
理
的
」
な
る
形
容
詞
が
冠
せ
ら
れ
、
蒲
し
て
其

　
限
う
に
於
て
正
當
で
あ
る
が
、
併
し
其
「
倫
理
的
」
は
決
し
て
「
宗
敏
的
」
に
学
習
し
差
竜
の
で
な
く
し
て

　
却
て
其
倫
理
主
義
の
根
抵
に
は
初
よ
う
し
て
強
き
宗
敏
的
動
機
と
宗
敏
的
観
念
と
が
潜
ん
で
居

　
う
、
虹
ハ
倫
理
的
活
動
の
奥
鷹
に
は
張
烈
な
管
理
の
信
仰
が
鋤
い
て
居
る
。
共
所
謂
掻
理
は
或
時
（
初

　
期
）
は
特
溺
の
外
的
四
壁
と
考
へ
ら
れ
カ
こ
と
竜
あ
ム
、
或
時
（
後
期
ほ
此
の
如
き
考
は
「
快
樂
論
的
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ッ
ト
リ
ツ
ヘ
マ
ハ
ト

　
而
上
鞍
の
・
残
物
」
と
し
て
排
せ
ら
れ
て
良
心
に
於
て
認
識
さ
れ
る
絶
劉
的
の
道
徳
的
威
力
と
考
へ

　
ら
れ
詑
こ
と
も
あ
る
が
、
兎
に
角
彼
れ
の
波
瀾
多
き
劇
的
な
釜
往
涯
が
暴
理
の
信
仰
、
廣
義
に
於
け

　
る
宗
敏
的
使
命
の
自
畳
を
以
て
一
貫
き
れ
て
居
る
之
と
は
折
に
挙
れ
て
の
彼
れ
の
欝
欝
者
的
の

　
言
動
や
書
信
中
の
聖
句
に
徴
し
て
明
で
あ
る
（
最
頻
繁
に
「
馬
丁
」
な
る
語
が
反
覆
さ
れ
て
居
る
の
は

　
共
睡
蓮
逆
境
期
に
於
け
る
書
信
で
あ
る
。
轡
郎
翌
。
簿
ρ
肇
。
】
・
響
摺
①
ぎ
雲
』
垢
面
①
。
蕃
①
一
群
照
）
。
更
に

　
轄
じ
て
奨
蒋
書
に
就
て
見
る
淀
、
先
づ
不
完
杢
な
尊
卑
で
は
あ
る
が
彼
れ
の
學
術
尊
属
作
と
し
て

脇
今
日
知
ら
れ
居
る
最
初
の
竜
の
は
「
宗
教
及
理
沸
論
難
句
集
」
（
導
蕊
喰
。
》
嘗
○
朽
冨
ヨ
Φ
口
｛
葛
亀
温
血
σ
q
ご
¢
雌
・

　
　
　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
鋤
…
聯
械
愚
ア
の
獲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三



縦2

　
　
　
　
暫
學
研
究
　

藥
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽

ご
。
誠
諺
塁
”
H
G
。
切
9
で
あ
る
。
　
此
短
句
集
は
殉
ほ
フ
ィ
ヒ
“
7
7
の
カ
ン
ト
二
身
へ
の
回
心
前
に
厩
す
る
の

で
あ
る
が
、
回
心
後
に
於
け
る
第
一
の
著
作
は
等
し
く
宗
教
哲
堂
上
の
意
見
を
登
等
し
だ
「
啓
示
の

批
到
』
＜
㊦
瑳
蓉
一
茎
陣
一
一
露
円
弓
一
挫
菱
箋
露
○
験
一
μ
ぎ
遷
一
義
（
目
o
O
ゆ
ゆ
）
で
あ
一
つ
だ
。
　
彼
れ
は
カ
ン
ト
首
領
に
推
服
す
る

や
至
れ
を
ば
其
儘
我
物
と
し
て
其
原
理
を
種
々
の
坤
輿
帯
封
象
の
批
判
に
適
用
せ
ん
と
し
カ
、
帥

ち
宗
敏
に
於
け
る
實
談
的
要
素
た
る
啓
示
の
国
労
を
批
勃
し
宗
敏
を
基
礎
づ
け
ん
と
し
て
「
啓
示

の
批
判
を
著
は
し
、
内
乱
革
命
に
封
・
す
る
世
論
の
喧
し
き
を
機
會
と
し
て
國
家
に
於
け
る
實
謹
的

要
素
控
る
吏
的
に
成
立
ち
居
る
と
こ
ろ
の
政
治
四
国
を
批
判
し
政
治
を
基
礎
づ
け
ん
と
し
だ
竜

の
は
其
佛
爾
革
命
論
（
］
W
葺
養
⑳
巽
門
馬
興
貯
一
〕
二
σ
Q
毒
G
蔓
鎌
零
6
論
亀
⑩
質
量
・
悉
皆
＝
障
毒
湊
き
零
象
。
守
謹
§
零
雷
。
一
歪
冒
聚
…

懸
鼻
缶
9
．
回
●
磁
壁
日
歯
。
。
）
で
あ
う
、
科
挙
に
於
け
る
實
詮
的
要
素
控
る
経
験
叉
は
自
然
的
世
界
槻
を
批

和
し
て
経
験
を
基
礎
づ
け
ん
と
し
π
竜
の
は
「
知
識
學
」
嶺
謬
①
塁
○
ぎ
｛
坤
。
・
Σ
器
に
廃
す
る
引
倒
い
て
現

は
れ
π
数
種
の
著
作
へ
嵩
忌
ー
ミ
）
で
あ
る
が
、
共
申
第
一
に
着
手
し
た
の
は
宗
敏
問
題
を
取
扱
つ
カ

「
啓
示
の
批
到
し
で
あ
っ
た
。
尤
も
、
之
に
は
例
へ
ば
カ
ン
ト
が
末
だ
着
手
せ
ざ
る
圏
域
に
カ
ン
ト
の

原
理
を
適
用
し
や
う
と
い
ふ
様
な
（
カ
ン
ト
の
宗
激
論
写
譜
σ
Q
§
二
叉
O
弓
田
託
び
白
鼠
O
δ
嚢
窪
諭
四
三
〇
湊
影

く
①
嵜
§
津
は
「
啓
示
の
批
判
あ
禺
版
の
翌
年
即
ち
一
七
九
三
年
に
現
は
れ
カ
）
動
機
も
手
博
っ
て
三
つ

覆
で
あ
ら
う
が
、
併
し
艶
事
に
機
會
を
興
ヘ
カ
竜
の
が
外
的
事
情
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
挙
れ
は



磁3

決
し
て
之
を
ば
宗
敏
的
關
心
が
彼
れ
の
雪
平
の
有
力
な
一
中
心
を
形
造
っ
て
居
る
結
果
と
解
す

る
妨
と
は
な
ら
綴
一
笑
に
前
に
述
べ
増
様
な
我
の
確
信
を
生
命
と
す
る
思
想
家
、
あ
ら
ゆ
る
無
良

信
と
不
誠
實
と
虚
弱
と
に
草
し
て
戦
ふ
こ
と
を
ば
其
實
行
上
及
び
思
想
上
の
本
分
と
し
た
彼
れ

の
如
き
揚
合
に
於
て
。
　
カ
ン
ト
を
租
述
し
て
而
か
竜
之
を
超
越
し
た
自
家
の
立
野
が
確
定
す
る

と
典
に
冊
立
揚
よ
ウ
し
て
所
細
唄
無
赫
焦
々
蒙
」
に
開
す
る
宗
敏
哲
學
上
の
．
論
交
や
著
作
を
公
に
し

て
世
の
岩
陰
を
聾
動
し
、
璽
に
最
後
の
伯
林
期
に
入
っ
て
は
「
入
間
の
本
分
」
切
鑛
罫
郎
影
戸
已
σ
q
島
霧
鷲
Φ
拶
。
・
。
ぞ

Φ
口
L
㏄
¢
9
や
「
三
編
生
活
の
指
南
」
唐
舅
¢
謬
毎
）
0
9
馨
ヨ
駿
。
㎞
お
貯
出
①
ご
⑩
に
P
㏄
◎
9
等
の
通
俗
的
主
署
に
於
て
專
ら

宗
敏
問
題
を
論
じ
て
居
る
。
　
難
く
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
冥
想
の
愛
野
更
に
填
て
普
通
特
に
宗
敏
哲
學
期

叉
は
宗
教
的
槻
念
論
期
と
呼
ば
れ
て
居
る
の
は
唯
最
後
の
伯
林
期
の
み
で
あ
る
が
、
併
し
宗
教
的

子
心
は
彼
れ
の
一
生
を
貫
通
し
て
其
思
想
を
支
配
し
、
宗
敏
は
絶
え
ず
其
哲
學
的
考
察
め
主
要
封

象
と
准
っ
て
居
る
。

　
然
る
に
シ
ュ
ラ
イ
ェ
押
噂
、
ッ
ヘ
ル
の
宗
教
的
性
格
及
び
宗
教
哲
學
者
と
し
て
の
重
要
な
地
位
が
普

ね
・
く
認
め
ら
れ
て
居
る
に
勤
毛
て
フ
ィ
ヒ
テ
の
跳
上
等
は
そ
れ
程
一
般
に
重
観
さ
れ
て
居
ら
澱
。
其

重
な
理
由
の
一
は
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
、
哲
學
が
主
と
し
て
宗
激
青
黛
で
あ
参
そ
の
後
代
に
及

ぼ
し
尊
影
舞
が
主
と
し
て
宗
敏
概
に
限
ら
れ
て
居
る
に
反
し
て
フ
ィ
ヒ
タ
哲
學
及
び
其
れ
が
後
世

　
　
　
　
フ
ィ
》
テ
の
象
釦
荻
新
…
雄
・
の
雛
曲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷲
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折
目
　
灘
Ψ
　
研
　
　
究
　
　
　
強
謝
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

に
及
ぼ
し
π
影
響
が
更
に
多
方
面
蘭
で
あ
る
に
懲
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
更
に
重
要
孜
理
由
は
、
フ
ィ
ヒ

プ
の
宗
教
哲
學
が
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
期
の
他
の
代
表
的
哲
二
者
の
其
れ
ほ
ど
欝
欝
嵩
置
（
墓
督
教
憩

學
の
思
辮
的
解
繹
）
を
含
ん
で
居
ら
ず
、
而
し
て
之
と
關
著
し
て
後
世
の
基
督
教
帥
隠
者
に
直
接
に

影
響
を
輿
へ
て
居
ら
ぬ
と
い
ふ
織
に
あ
る
と
云
ふ
。
併
し
こ
の
事
が
や
が
て
、
共
宗
敏
観
が
囚
は

れ
ず
、
其
登
表
と
登
展
と
が
直
裁
、
大
番
、
清
新
に
し
て
膚
歯
で
あ
る
と
い
ふ
ε
＼
互
に
因
を
な
・
し
果

を
な
し
て
居
っ
て
、
他
の
同
期
の
思
想
家
に
烈
し
て
特
異
の
興
昧
を
惹
く
の
で
あ
る
。
殊
に
、
フ
ィ
ヒ

ナ
の
一
生
は
實
雪
上
に
於
て
と
同
様
に
思
想
上
に
於
て
竜
絶
え
ざ
る
力
争
健
闘
（
霞
茜
霞
§
負
図
肝

厳
℃
鴎
豊
の
歴
史
で
あ
る
が
、
此
力
璽
健
闘
の
跡
は
其
宗
敏
観
、
或
は
少
く
と
竜
其
宗
教
的
關
心
と
密

接
に
關
聯
し
だ
思
想
の
部
分
に
最
鮮
か
に
表
は
れ
て
居
る
と
思
ふ
。
彼
れ
の
転
瞬
の
素
朴
な
正

統
的
信
仰
は
「
シ
ュ
ー
ぞ
ブ
フ
ォ
鍵
ル
タ
」
に
入
っ
て
啓
蒙
思
想
に
接
し
動
癩
の
端
を
開
き
、
イ
ェ
ナ
、
ラ
イ

ブ
ヅ
ィ
ッ
ヒ
の
笹
生
時
代
に
於
て
次
第
に
破
壊
さ
れ
て
、
彼
は
輔
時
異
説
上
（
特
に
學
読
上
と
い
ム
、
理

由
は
後
に
説
く
）
理
解
論
の
気
早
者
と
な
っ
て
居
だ
。
次
で
カ
ン
ト
哲
學
に
接
し
て
全
心
を
墨
げ

て
之
に
傾
倒
し
、
共
宗
敏
魏
に
於
て
竜
根
本
に
於
て
は
カ
ン
ト
説
を
奉
じ
て
居
π
。
不
精
密
な
が

ら
便
宜
上
普
通
の
慣
用
語
を
借
用
す
れ
ば
、
「
シ
f
ル
・
ブ
フ
ォ
建
ル
タ
以
前
の
フ
、
ヒ
テ
は
正
統
的
の

超
越
瀞
論
の
信
者
で
あ
っ
だ
（
論
と
い
ふ
語
は
此
の
整
合
鞘
妥
當
を
敏
く
が
）
。
「
シ
ュ
萱
ぞ
ブ
フ
ォ
喜
ル



タ
」
以
後
カ
ン
ト
哲
｛
學
へ
改
昏
沖
す
る
ま
で
は
啓
露
出
燃
｝
潮
風
の
理
二
野
醐
者
、
カ
ン
ト
棚
酬
に
於
て
は
第
二

野
望
に
於
け
る
が
如
き
超
越
聯
菰
点
者
と
獄
う
、
が
知
識
學
輪
の
初
期
’
「
イ
エ
ナ
」
期
㌔
に
干
て
は
道
徳
的
宇
宙

秩
序
と
帥
と
を
同
親
す
る
汎
理
論
者
と
な
っ
た
。
但
し
此
期
に
出
て
竜
野
根
本
の
立
蝪
は
依
然

批
判
哲
學
で
あ
っ
て
、
其
れ
は
寧
ろ
後
に
読
く
べ
き
様
に
批
聖
哲
學
の
原
理
を
充
分
徹
底
せ
し
め

控
結
果
と
見
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
伯
林
期
に
入
b
て
共
宗
敏
観
は
著
し
く
浪
漫
涙
的

傾
向
を
帯
び
摩
っ
て
、
形
而
上
學
的
、
浪
漫
的
、
紳
秘
的
に
薯
し
く
濃
化
さ
れ
て
豪
だ
。
斯
く
て
フ
ィ
ヒ

テ
の
宗
敏
哲
學
思
想
の
…
悪
寒
更
に
撃
て
は
、
宗
敏
改
革
期
よ
ウ
啓
蒙
思
潮
、
批
判
哲
學
、
浪
漫
思
潮
等

に
亘
っ
て
の
重
要
な
る
標
型
的
宗
敏
信
抑
及
び
宗
敏
観
が
彼
虜
身
の
特
異
な
る
人
格
に
曾
て
陶

冶
さ
れ
其
の
示
異
数
る
賦
彩
を
帯
び
て
現
は
れ
て
居
る
。
而
か
竜
其
駿
展
は
例
へ
ば
シ
芯
ジ
ン
グ

哲
學
の
磯
展
の
揚
合
の
様
に
主
と
し
て
外
的
暗
示
に
青
く
の
で
な
く
し
て
、
外
的
曙
示
を
縁
と
は

す
る
が
併
し
主
と
し
て
内
在
的
で
あ
る
。
邸
ち
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
敏
擬
の
褒
展
史
は
第
ナ
六
世
紀
よ

う
第
十
九
世
紀
に
亘
っ
て
の
重
要
な
宗
敏
魏
が
彼
れ
の
力
雫
健
筆
を
通
じ
て
撮
要
的
に
現
は
れ

疫
竜
の
と
い
へ
る
。
流
離
に
於
て
竜
亦
π
彼
れ
の
宗
敏
哲
學
愚
想
の
駿
展
は
、
β
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
期

の
他
の
思
想
家
の
其
れ
に
謝
し
て
特
異
な
る
興
昧
を
吾
々
に
輿
へ
る
の
で
あ
る
。

645

フ
ィ
転
テ
の
宗
漁
獣
薪
四
墨
・
の
獲
展

七
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㌍
欝
　
　
趣
㍗
　
鷹
…
　
究
　
　
　
鶴
甲
　
轟
ハ
　
號

湘

八

　
フ
ィ
ヒ
テ
の
幼
時
の
宗
教
的
信
仰
に
就
て
は
直
接
の
更
料
を
通
じ
て
知
る
乙
と
は
禺
來
な
い
が
、

併
し
原
始
的
新
敏
の
暴
雨
と
精
紳
と
が
殆
ん
ど
第
十
八
世
紀
の
懐
疑
的
風
潮
の
影
響
を
受
け
ず

し
て
其
儘
保
存
さ
れ
て
居
尤
郷
里
及
び
家
庭
の
裡
に
人
と
な
う
（
窪
。
｝
話
。
。
白
。
冨
⇔
戸
露
一
Φ
穿
Φ
。
濱
巴
H
・
き

一
宮
の
如
き
は
フ
ィ
ヒ
テ
が
ミ
ル
テ
ィ
．
ッ
男
爵
に
懇
望
さ
れ
力
蒔
に
其
れ
を
ば
油
魚
で
己
の
手
で

信
心
深
く
育
て
上
げ
力
愛
兇
を
畏
聞
、
殊
に
貴
族
の
悪
誘
惑
に
委
ね
て
邪
道
に
字
画
は
せ
る
所
以

だ
と
言
張
っ
て
強
く
之
に
反
締
し
尤
と
い
ぶ
ほ
ど
頑
固
な
律
義
な
信
仰
を
有
っ
て
居
箆
一
等
し

く
正
統
誌
面
…
敏
の
律
義
な
信
仰
を
有
す
る
牧
師
ク
レ
璽
ベ
ル
夫
妻
の
感
化
を
受
け
て
、
冑
ら
竜
亦

た
同
様
獄
素
朴
な
「
カ
ヲ
キ
ズ
ム
」
通
ウ
の
信
柳
を
有
し
て
居
つ
・
た
と
い
ふ
こ
と
は
察
せ
ら
れ
得
る
。

　
彼
が
啓
蒙
や
懐
疑
の
風
潮
の
洗
面
を
受
け
π
の
は
恐
ら
く
「
シ
ュ
重
ル
・
プ
そ
”
輩
ア
タ
」
在
學
中
、
蒲
か

垂
穂
鞘
上
級
生
時
代
で
あ
っ
カ
ら
し
い
。
殊
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
シ
ュ
｝
ぞ
プ
フ
ォ
露
ル
タ
」
修
帰
期
は
一

七
七
五
年
よ
う
一
七
八
○
年
に
亘
っ
て
居
る
が
、
此
時
期
は
恰
か
も
レ
ッ
シ
ン
グ
が
「
ヲ
ル
フ
ェ
ン
ブ
ユ
ヅ

テ
ぞ
断
片
」
を
公
け
に
し
て
宗
敏
界
の
物
議
を
惹
趨
し
デ
ン
・
プ
ィ
・
ゴ
濫
｝
ツ
詳
以
下
の
著
作
に
依
て
堂

堂
た
る
論
陣
を
張
っ
て
自
読
を
鵬
温
し
攻
盤
者
を
辮
難
し
世
の
観
聴
を
聾
細
し
つ
＼
あ
っ
た
時
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で
あ
る
。
　
王
民
レ
ッ
シ
ン
グ
の
書
は
弾
ラ
ン
ド
及
び
ゴ
ェ
『
テ
の
書
と
共
に
「
シ
ュ
貰
ぞ
プ
フ
ォ
葺
粥
ダ
」

の
禁
制
簿
に
上
っ
て
居
っ
π
が
、
併
し
新
思
潮
に
黒
し
π
青
年
生
徒
の
問
に
は
死
禁
制
ば
嚴
守
さ

れ
て
居
な
か
つ
カ
、
の
み
な
ら
ず
教
師
側
に
於
て
す
ら
是
種
の
青
年
に
同
惰
し
て
陰
に
禁
翻
の
出

版
物
を
青
年
に
貸
與
し
て
其
愛
讃
を
奨
注
す
る
竜
の
す
ら
あ
っ
だ
。
現
に
フ
ィ
ヒ
テ
は
此
種
の
少

継
敏
師
の
一
入
よ
う
し
て
デ
ン
テ
ィ
・
ゴ
r
ツ
♂
の
貸
興
を
受
け
た
の
で
あ
っ
π
。
而
し
て
フ
ィ
ヒ
テ

は
忽
ち
其
叙
読
が
清
新
で
論
鋒
の
堂
々
と
し
て
鏡
利
な
る
に
魅
せ
ら
れ
て
其
酔
夢
の
臼
を
待
ち

粂
ね
つ
W
（
デ
ン
テ
胃
・
ゴ
瓢
ー
ツ
評
は
十
一
の
分
冊
と
し
て
書
信
膿
を
以
て
逐
次
現
は
れ
て
居
る
）
之
を

手
に
し
て
要
所
々
々
を
暗
諦
す
る
に
至
る
ほ
ど
反
覆
耽
讃
し
π
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
（
鷺
。
暮
霧
ピ
甲

ご
①
⇔
子
鼠
屠
穿
零
国
詞
H
．
b
っ
軌
・
）
。
欺
く
て
レ
ッ
シ
ン
グ
に
甥
す
る
崇
敬
は
一
時
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
全
精
紳
を
占

領
し
て
居
つ
だ
様
で
あ
る
。
彼
は
ゾ
ユ
芹
ル
・
プ
フ
ォ
ル
タ
」
を
出
で
、
大
勢
に
入
っ
た
な
ら
ば
其
最

初
の
膚
由
の
臼
を
利
用
し
て
第
叫
に
彼
れ
の
精
憩
的
解
放
者
を
訪
ひ
面
訴
其
音
容
に
接
し
沁
い

後
に
方
ン
ト
に
難
し
て
と
同
様
に
）
と
い
ふ
宿
願
を
懐
い
て
居
つ
疫
が
、
貧
窮
の
爲
め
に
其
除
裕
が

な
か
っ
だ
中
に
撫
牛
を
聞
い
て
望
を
果
し
得
な
か
っ
た
と
鯨
へ
ら
れ
て
居
る
、
尉
上
）
。

　
是
等
の
事
實
よ
ウ
推
せ
ば
、
彼
は
少
く
と
竜
大
町
に
轄
じ
て
勝
勢
の
肖
歯
を
得
控
後
に
は
レ
ッ
シ

ン
グ
の
他
の
著
、
書
．
殊
に
此
時
期
に
於
て
世
論
の
注
意
を
惹
き
つ
・
、
あ
っ
穴
「
人
類
の
教
育
」
以
下
の

　
　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
教
哲
學
の
畿
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸



昌4s

　
　
　
　
哲
畢
研
究
　
　
第
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

忍
事
問
題
に
証
す
る
著
作
を
三
論
み
（
「
人
類
の
敏
育
」
の
前
置
は
一
七
七
七
年
邸
ち
フ
ィ
と
タ
が
「
シ
ュ

｝
ぞ
プ
フ
ォ
｝
〃
タ
」
修
學
中
に
門
ヲ
ル
7
ジ
ビ
ュ
ッ
プ
ル
簸
片
」
の
一
と
共
に
公
に
さ
れ
て
居
る
が
、
完
成

し
た
形
を
以
て
現
は
れ
π
の
は
扁
八
八
○
年
即
ち
フ
ィ
ヒ
テ
が
イ
ェ
ナ
大
學
に
入
つ
だ
年
で
あ
る
論

罪
に
素
朴
な
る
正
統
的
信
仰
よ
う
し
て
開
放
さ
れ
π
の
み
獄
ら
ず
積
極
的
に
レ
。
ン
ソ
グ
の
清
新

な
る
宗
敏
概
の
内
容
よ
め
し
て
竜
或
威
化
を
受
け
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
は
想
像
せ
ら
れ
得

る
。
　
ン
。
シ
シ
グ
は
、
必
然
的
眞
浬
竜
偶
然
的
眞
理
よ
う
登
溢
し
禺
で
る
と
し
π
ラ
β
プ
ユ
。
ツ
の
「
新

憾
性
論
に
於
け
る
思
想
を
宗
教
観
に
適
用
し
獄
班
性
敏
と
啓
示
に
基
い
た
成
立
教
と
は
反
甥

で
な
ぐ
レ
て
登
展
段
階
の
相
違
で
あ
る
。
理
性
敏
の
必
然
的
眞
理
は
種
子
の
釈
態
に
於
て
巳
に

啓
示
敏
に
包
含
さ
れ
て
居
る
。
種
々
の
啓
示
敏
は
紳
が
人
類
を
理
性
教
に
導
か
ん
が
爲
め
の
敏

育
的
方
便
で
あ
っ
て
其
々
の
蒔
代
に
封
し
て
必
然
の
意
義
を
有
す
る
が
、
併
し
共
内
に
含
ま
る
＼

翼
理
内
容
以
外
の
附
加
物
は
其
時
代
以
外
に
於
て
は
意
義
を
失
ぷ
竜
の
で
あ
る
か
ら
、
宗
敏
の
本

質
を
ば
早
口
定
時
期
に
成
立
つ
た
維
典
と
同
親
し
て
、
之
に
至
上
の
詮
灌
を
認
め
ん
と
す
る
と
こ

ろ
の
正
統
的
新
敏
も
、
之
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
理
与
論
竜
共
に
誤
っ
て
居
る
。
斯
く
て
レ
ッ
シ
ン
グ

は
凡
て
の
啓
示
敏
の
更
的
意
義
を
認
む
る
と
共
に
其
の
終
局
目
的
を
ば
理
性
敏
に
奪
い
だ
が
、
此

理
性
激
の
内
容
と
し
て
彼
は
認
識
と
し
て
の
宗
敏
的
眞
理
の
膿
系
（
彼
は
基
督
敷
の
最
高
眞
理
i



一
例
へ
ば
三
位
一
膿
、
原
罪
、
代
贋
等
の
如
き
一
を
思
携
的
に
解
し
て
其
れ
と
し
た
）
と
純
な
る
溢
徳

歌
舞
の
實
現
と
に
認
め
π
。
第
二
の
細
よ
ウ
し
て
レ
．
シ
ン
グ
は
恰
も
此
頃
に
起
つ
カ
、
経
典
と
敏

理
と
を
過
重
す
る
正
統
的
瓶
教
を
排
し
て
心
情
の
敬
震
と
純
潔
と
を
重
層
し
カ
「
ヘ
ル
ン
フ
ッ
ド
」
教

團
の
信
仰
に
同
蝕
し
，
墓
督
の
教
の
本
領
は
律
法
を
主
と
す
る
形
式
的
倫
理
と
現
未
の
幸
旛
を
目

的
と
す
る
快
寒
鮒
的
倫
理
と
を
排
し
て
只
管
心
耳
の
聖
か
ら
ん
こ
と
を
拗
奨
し
疫
澱
に
あ
る
と

し
て
、
種
々
の
啓
示
数
は
畢
章
紳
が
人
類
の
道
徳
を
純
化
し
て
之
を
純
輝
な
る
滋
徳
即
ち
善
の
爲

め
に
善
を
行
ふ
と
い
ふ
段
階
に
導
か
ん
が
悔
め
の
手
引
で
あ
る
と
見
た
。
　
フ
ィ
ヒ
7
は
七
時
恐
く

此
の
如
き
レ
。
シ
ン
グ
の
思
想
の
影
響
の
下
に
（
無
論
自
家
本
來
の
傾
肉
と
相
待
っ
て
）
第
一
に
カ
ン

露
髄
學
に
回
心
し
、
次
で
膚
家
の
倫
理
的
観
念
論
－
共
結
果
と
し
て
倫
理
的
宗
敏
魏
1
に
進
む
べ

き
素
質
を
養
つ
π
と
想
像
さ
れ
得
る
の
み
な
ら
ず
、
其
カ
ン
ト
哲
學
の
第
一
の
適
用
の
方
向
に
於

て
も
レ
ヅ
シ
ン
グ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
得
る
と
思
ぶ
（
後
節
墾
照
）
。

蕊

　
　
鳶
頭
時
期
か
ら
漂
浪
時
代
に
亘
っ
て
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
教
翻
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
っ
た
か
。

蜘
カ
ン
ト
哲
學
を
奉
ず
る
前
に
・
・
茎
は
決
定
論
者
で
あ
っ
カ
と
い
ふ
こ
と
は
種
々
の
材
料
に
徴

　
　
　
　
　
フ
ィ
始
テ
の
寒
教
鷺
壌
の
褒
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
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哲
學
研
究
　

第
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
こ

し
て
正
確
な
こ
と
で
あ
る
が
、
唯
其
決
定
論
が
一
部
に
傳
へ
ら
れ
て
居
る
様
に
ス
ピ
ノ
｝
ザ
読
で

あ
る
と
い
・
ふ
こ
と
は
カ
ビ
ッ
ツ
（
目
嘗
黛
コ
臼
窪
罵
斜
⑳
談
」
b
つ
り
議
・
）
や
ノ
婁
ル
ハ
蕉
翁
ご
察
隠
亀
聲
湘
心
許
ビ
、
憲
奮
ψ

船
客
’
二
舞
ξ
茜
仙
σ
q
＄
o
一
皆
窪
①
毒
島
窪
。
σ
q
影
嘗
M
o
．
白
塗
箭
宕
象
曇
日
峯
・
一
ρ
ロ
』
お
塗
）
の
研
究
に
依
て
今
は
君
門
を
失

っ
て
居
る
様
で
あ
る
。
　
ハ
イ
ソ
ッ
エ
の
増
補
に
成
つ
カ
ユ
重
ベ
ル
エ
！
ヒ
哲
難
聴
の
十
版
は
禽
ほ
・

カ
ン
ト
前
期
の
フ
。
イ
ヒ
テ
が
ス
ピ
，
！
r
ザ
門
徒
で
あ
っ
た
と
記
し
て
居
る
が
オ
黄
タ
ル
ラ
ィ
ヒ
の

増
補
に
成
つ
π
最
新
版
は
ノ
ー
ル
の
研
究
に
依
て
之
を
訂
正
し
て
居
る
。
　
ノ
ー
ル
に
依
れ
ば
．
フ
ィ

ヒ
テ
が
其
「
知
識
學
」
期
に
入
っ
て
幾
度
か
脅
己
の
哲
學
出
立
揚
に
饗
立
せ
し
め
て
居
る
決
定
論
は

何
れ
込
同
一
の
形
の
竜
の
で
あ
っ
て
、
而
し
て
其
れ
は
設
た
彼
れ
の
カ
ン
ト
前
期
の
決
定
論
で
あ

る
が
、
此
決
定
論
の
禺
慮
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
の
法
論
若
者
カ
ー
ル
・
フ
鵬
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ホ
・
ム
メ
ル
の
書

（
図
画
雷
魚
Φ
峯
川
同
属
島
国
○
諺
携
琴
『
匿
①
鋒
｝
野
鶏
’
”
§
ぎ
。
ダ
d
Φ
び
①
哩
｝
W
Φ
δ
｝
｝
じ
毒
㏄
鎧
＆
o
Q
淳
蔑
。
舞
々
け
籍
こ
の
畠
窪
（
廓
巽
浅
窪
”

嵩
ぎ
）
で
あ
る
。
　
ノ
警
ル
は
フ
ィ
ヒ
テ
が
其
「
啓
示
の
批
鋼
」
以
後
（
そ
れ
を
竜
含
む
あ
著
書
に
於
て
決
定

論
を
叙
読
す
る
際
幾
度
か
ヨ
ッ
ホ
の
名
を
明
記
し
て
居
る
乙
と
や
、
其
理
路
、
叙
説
の
仕
方
、
殊
に
共
引

例
や
比
喩
の
卜
う
降
等
が
ヨ
ッ
ホ
と
酷
似
す
る
こ
と
を
塁
げ
て
此
事
を
精
確
に
謹
明
し
て
居
る
。

之
に
依
て
フ
，
ヒ
テ
の
「
啓
示
の
批
到
」
以
後
に
繊
で
㌦
居
み
決
定
論
の
堅
甲
を
略
知
る
こ
と
が
禺
來

る
が
、
併
し
之
が
同
時
に
フ
ィ
ヒ
テ
の
カ
ン
ト
前
期
の
決
定
論
で
あ
っ
穴
と
い
ふ
こ
と
の
説
明
は
不

馬
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充
分
で
あ
っ
て
、
嬉
し
て
ボ
ム
メ
川
の
書
を
見
る
こ
と
の
出
国
諏
私
に
は
自
ら
之
を
判
断
す
る
便

り
も
な
い
。
喉
「
宗
教
及
理
聯
導
爆
句
集
」
に
明
記
さ
れ
．
て
居
る
文
旬
に
よ
っ
て
フ
ィ
ヒ
テ
が
カ
ン
ト

強
意
に
接
し
だ
當
時
（
其
以
前
は
知
ら
ず
、
の
彼
れ
の
決
定
論
酌
世
界
凱
が
大
境
如
何
な
る
形
の
も

の
で
あ
っ
π
か
を
見
得
る
の
み
で
あ
る
。

　
「
短
句
集
ほ
断
片
で
あ
っ
て
殊
に
其
結
末
を
鋏
い
て
屡
る
が
、
併
し
一
七
九
〇
年
に
書
か
れ
カ
も

の
で
、
其
申
に
は
カ
ン
ト
を
ば
「
第
十
八
世
紀
の
最
偉
大
な
思
想
家
」
、
「
最
聰
明
な
自
由
の
辮
護
者
」
と
呼

ん
で
居
っ
て
、
既
に
カ
ン
ト
哲
學
に
接
し
力
後
の
作
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
明
で
あ
う
、
而
か
も
其

思
想
は
的
ほ
決
定
論
に
捕
は
れ
て
居
う
、
フ
，
ヒ
テ
が
學
理
上
決
定
論
を
棄
て
る
こ
と
が
出
來
ず
、
而

か
竜
七
情
上
之
に
満
足
し
得
ず
、
内
的
乖
離
の
状
態
に
あ
っ
だ
と
い
ぷ
こ
と
を
明
か
に
示
し
て
居

っ
て
、
決
定
論
よ
う
カ
ン
ト
哲
學
へ
の
寒
雲
鮎
を
示
す
と
い
ふ
黙
に
於
て
吾
々
の
興
味
を
惹
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や
　
　
　
　
へ
　
　
あ

で
あ
る
。
此
断
片
に
於
て
7
イ
ヒ
テ
は
宗
教
と
思
辮
と
を
甥
発
し
て
居
る
。
宗
敏
は
「
威
畳
」
舅
彪
i

論
巳
諺
σ
碕
に
基
き
思
辮
は
「
確
信
」
d
①
ぴ
。
慧
窪
0
9
毒
σ
9
に
基
く
。
前
者
は
威
情
、
或
は
救
濟
の
欲
望
に
根
ざ

し
．
後
者
は
悟
性
、
或
は
認
識
の
欲
望
に
根
ざ
す
。
　
威
情
は
吾
々
に
同
情
し
所
藤
に
聴
き
理
法
を
左

右
し
特
別
の
愚
寵
を
下
す
と
こ
ろ
の
歯
入
紳
を
要
求
す
る
。
然
る
に
悟
性
の
認
む
る
と
こ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

憩
は
之
に
反
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
的
の
情
念
を
離
脱
し
た
、
嚴
密
な
必
然
性
を
以
て
働
く
所
の
實

　
　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
教
哲
學
の
嚢
製
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二
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窃
坦
　
學
　
　
腎
耕
　
　
究
　
　
　
第
　
山
ハ
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

在
で
あ
る
り
此
實
在
の
永
遠
に
し
て
必
然
な
る
思
考
に
從
ひ
且
つ
塞
い
て
世
界
は
成
立
し
た
。

此
世
界
に
於
け
る
一
々
の
礎
化
ほ
皆
な
充
足
原
因
に
建
て
畏
れ
が
あ
る
通
う
に
決
定
せ
ら
る
㌦
。

各
墾
化
の
雛
一
原
因
は
紳
格
の
原
的
思
考
で
あ
る
。
從
っ
て
思
考
し
鳳
聾
す
る
と
こ
ろ
の
凡
て

の
生
類
竜
亦
控
必
然
的
に
其
れ
が
存
在
す
る
蓮
う
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
常
識
が
罪
と
稔
す

る
竜
の
は
有
限
的
生
類
の
必
然
的
な
大
小
の
嗣
限
よ
う
起
ウ
、
是
等
の
生
類
の
歌
歴
に
必
然
の
結

果
を
有
し
、
其
結
果
は
紳
格
の
存
在
と
等
し
く
必
然
的
、
五
っ
て
絶
劉
的
に
不
可
避
で
あ
る
四
隅
鼻
釜

出
Φ
ぴ
魯
鐸
翻
鼠
Φ
穿
①
。
蜜
巴
切
9
同
h
・
o
慶
・
b
。
驚
・
）
。
之
に
依
て
嘗
て
竜
當
時
の
フ
ィ
ヒ
ナ
の
思
想
が
ス
ビ
ノ
室
ザ
説

で
な
い
と
い
ム
こ
と
丈
け
は
明
か
で
あ
る
。
神
の
原
的
思
考
が
各
の
町
鳶
の
第
一
原
因
で
あ
る

と
い
は
明
か
に
紳
に
人
格
を
否
定
し
て
實
膿
の
＝
兀
論
を
説
く
ス
ピ
ノ
｝
ザ
の
思
想
で
な
く
し

て
ラ
ィ
プ
ユ
ッ
ツ
説
に
い
近
い
。
　
ラ
4
プ
ー
・
一
ソ
ツ
に
依
れ
ば
紳
血
思
は
絶
封
的
に
嫡
解
像
叢
麟
の
理
法
に
依
て

決
定
せ
ら
れ
る
、
而
し
て
竃
ナ
ド
」
は
此
決
定
せ
ら
れ
π
榊
意
に
依
て
造
化
せ
ら
れ
、
其
一
々
の
…
婆
化

は
悉
く
豫
定
調
和
に
墓
き
、
從
っ
て
又
決
定
せ
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
ラ
イ
ブ
「
3
ッ
読
菟
彼
自
身
の

好
に
反
し
て
手
下
結
に
於
て
純
然
π
る
決
定
説
と
な
る
織
に
於
て
ス
ピ
ノ
｝
ザ
説
と
異
な
る
と

こ
ろ
は
無
い
。
唯
ス
ピ
ノ
ヨ
ザ
の
紳
が
挺
界
と
即
せ
ら
れ
人
格
を
有
せ
ざ
る
に
反
し
ラ
プ
ニ
。
ツ

の
憩
が
超
越
的
に
し
て
入
格
を
有
す
る
と
云
ふ
織
に
於
て
異
な
る
の
み
で
あ
る
。
此
の
如
き
理
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路
に
依
て
決
定
論
整
理
瀞
論
が
小
時
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
學
よ
ム
し
て
叢
展
さ
れ
て
．
レ
ッ
シ
ン
グ
も
亦

手
管
聖
者
の
一
人
で
あ
っ
た
（
ラ
4
ブ
・
・
二
．
ツ
が
紳
な
多
く
の
可
能
な
る
世
界
の
表
象
申
最
よ
き
竜

の
を
繹
ん
で
實
現
し
控
と
苛
い
だ
の
を
改
め
て
、
帥
の
無
限
の
本
質
は
悉
く
世
界
に
實
現
さ
れ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紗

從
っ
て
此
意
味
に
於
て
聯
と
世
界
と
は
同
一
で
あ
る
と
考
へ
禿
鋤
に
於
て
、
ス
ピ
ノ
嘗
ザ
説
を
取

て
居
る
と
言
は
れ
て
居
る
が
、
之
と
同
時
に
叉
た
、
前
蓮
の
様
な
理
路
に
依
て
ラ
ィ
プ
う
ツ
説
を
徹

底
せ
し
め
π
結
果
自
ら
ス
ピ
ノ
ー
ザ
説
に
近
い
た
と
曲
言
へ
る
）
。
今
轡
形
の
理
理
論
を
ば
前
に

暴
げ
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
諸
命
題
と
比
較
す
れ
ば
其
根
本
の
瓢
に
於
て
著
し
き
類
縁
を
潮
見
す
る
で
あ

ら
5
。
欝
ほ
一
々
の
獲
化
が
充
足
理
由
律
に
依
て
決
定
せ
ら
る
る
と
い
ひ
、
罪
は
有
限
生
類
に
必

然
的
な
大
小
の
制
限
よ
う
起
る
と
い
ふ
如
き
、
其
語
句
の
上
層
で
ラ
ィ
プ
悪
ツ
と
同
様
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
膚
身
現
に
前
論
の
諸
命
題
を
総
愉
し
て
「
勲
記
な
理
淋
　
論
血
膿
系
」
と
呼
ん
で
居
る
。
（
ぐ
霧
α
Q
磨

図
・
察
ω
o
｝
δ
が
蟻
Φ
ω
畠
●
（
醐
’
拶
●
国
酬
群
翻
9
¢
ψ
ゆ
謡
．
）

　
兎
に
角
當
時
の
7
イ
ヒ
テ
に
依
れ
ば
學
理
的
思
辮
の
結
果
は
聯
性
論
上
瞼
性
論
上
の
決
定
論

に
蹄
着
す
べ
き
理
難
論
の
外
に
は
な
い
が
宗
教
は
救
濟
の
要
求
に
墓
礎
を
有
し
爺
し
て
救
濟
の

要
求
は
特
別
の
紳
助
、
罪
に
謝
す
る
責
任
の
倒
懸
、
從
っ
て
黒
風
に
人
闘
に
於
け
る
縁
由
を
豫
想
す

る
。
　
宗
敏
的
素
質
に
富
み
而
か
竜
啓
蒙
思
潮
の
洗
禮
を
受
け
て
思
辮
の
権
威
を
認
め
ざ
る
を
得

　
　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
数
鷺
攣
の
褒
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
竃
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哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
六
　
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
山
ハ

な
か
つ
だ
フ
ィ
ヒ
テ
は
此
の
「
心
胸
と
頭
鱗
と
の
乖
離
」
に
學
ん
だ
の
で
あ
る
。
此
「
短
句
集
」
は
結
末
を

紙
計
い
て
居
っ
て
此
乖
離
を
如
何
に
し
て
融
解
…
す
べ
き
か
に
就
て
の
フ
冨
ヒ
タ
の
明
確
な
答
を
知
る

こ
と
は
轡
來
な
い
が
、
併
し
最
後
の
簿
よ
う
推
測
す
れ
ば
、
フ
、
ヒ
テ
は
此
乖
離
を
排
除
す
べ
き
唯
扁

の
方
法
ぽ
カ
ン
ト
が
考
へ
る
檬
に
（
カ
ン
ト
の
名
は
艶
慮
に
は
明
認
さ
れ
．
て
似
居
な
い
が
前
後
の

開
墾
よ
う
フ
ィ
ヒ
テ
の
心
嚢
に
は
其
れ
が
あ
っ
π
と
想
像
き
れ
る
）
吾
々
の
思
辮
に
限
界
を
置
い
て

聯
の
認
識
を
之
に
否
定
す
る
外
に
は
な
い
、
理
紳
論
は
紳
の
可
認
識
を
豫
恥
し
て
居
6
、
紳
の
可
認

識
が
否
定
さ
る
れ
は
理
外
論
は
破
壊
さ
れ
る
、
而
し
て
之
と
共
に
叉
紳
性
駆
上
及
び
入
性
論
上
の

必
然
論
も
破
篭
さ
れ
る
、
鼓
に
爵
由
が
成
立
し
吾
々
の
心
胸
の
要
求
が
充
π
さ
れ
る
除
地
が
生
ず

る
、
と
い
ふ
に
あ
っ
事
様
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
は
羅
下
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
立
揚
か
ら
し
て
は
姑
息
の
騨

決
法
で
あ
っ
π
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
農
身
は
當
僻
耳
ほ
無
断
的
啓
蒙
思
潮
に
支
配
さ
れ
て
、
「
左
顧
右

饗
せ
ず
、
到
達
鮎
の
如
何
を
竜
顧
慮
せ
ず
し
て
」
悟
性
の
向
ふ
儘
に
放
任
す
る
な
ら
ば
前
に
基
げ
鬼

二
二
論
的
命
題
は
唯
一
の
必
然
釣
結
果
で
あ
る
と
見
て
居
る
（
蟹
O
び
①
鐸
崖
。
翻
聴
凶
O
晩
ゴ
、
㊦
O
一
｝
訟
Φ
｝
回
W
匙
．
困
H
●
O
a
’
b
り
q
引
）
。

彼
が
興
野
を
以
て
此
理
紳
論
に
鋸
慰
す
る
を
躊
躇
す
る
灘
由
は
唯
其
結
果
が
宗
敏
的
要
求
と
自

由
の
威
情
と
に
不
満
を
與
へ
る
と
い
ふ
こ
と
に
外
な
ら
澱
。
從
っ
て
此
解
決
法
は
博
覧
双
方
の

一
部
的
不
滞
を
代
償
と
し
て
の
姜
協
で
あ
っ
て
、
頭
重
と
心
胸
と
の
手
離
は
依
然
と
し
て
存
す
る



の
で
あ
る
。
徹
底
的
の
解
決
は
唯
カ
ン
ト
哲
學
の
凶
事
帥
を
更
に
深
く
理
解
し
て
、
カ
ン
ト
の
慮

由
の
教
設
は
決
し
て
狭
き
意
味
の
痴
情
や
「
威
畳
」
に
纏
い
だ
も
の
で
な
く
し
て
理
性
其
者
に
基
礎

を
有
し
、
而
し
て
其
れ
が
や
が
て
批
到
哲
學
の
最
深
逮
な
る
根
粒
を
な
す
竜
の
で
あ
る
と
い
ふ
乙
”

と
を
洞
観
し
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
。
此
洞
槻
に
墓
い
て
宗
敏
問
題
を
考
察
し
π
竜
の
が
「
啓
示

の
批
到
」
で
あ
る
。

四
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此
洞
観
を
得
だ
時
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
軸
距
と
戚
奮
と
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
贋
く
知
ら

る
、
事
實
で
あ
る
か
ら
鑑
に
説
く
必
要
は
な
い
。
葡
し
て
「
啓
示
の
毒
忌
篇
も
亦
だ
其
根
本
思
想
に

於
て
は
全
然
カ
ン
ト
哲
學
の
上
に
立
っ
て
居
っ
て
、
カ
ン
ト
の
原
理
を
宗
敏
の
領
域
に
適
用
せ
ん

と
し
尤
竜
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
此
慮
に
は
細
論
を
避
け
る
。
フ
，
ヒ
テ
に
依
れ
ば
、
宗
敏
は
ー
カ

ン
㍗
の
鳥
合
と
同
様
一
心
的
命
令
の
形
を
以
て
の
道
徳
法
の
表
象
で
あ
る
。
併
し
此
表
象
の

仕
方
に
は
種
々
の
段
階
が
あ
る
。
撹
療
法
と
自
然
法
、
理
性
と
語
性
と
の
勤
立
は
人
性
に
必
然
で

あ
る
が
、
併
し
此
雨
者
の
關
係
は
三
様
に
考
へ
ら
れ
得
る
。
第
一
、
吾
々
の
意
志
が
其
自
身
の
力
に

去
て
何
等
の
澁
滞
も
な
く
滋
適
法
を
充
血
す
る
揚
合
。
痴
愚
合
に
於
て
は
宗
敏
的
動
機
の
カ
を

　
　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
教
齋
學
の
獲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

、
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哲
學
研
究
　
第
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

借
ら
ず
し
て
道
徳
法
の
梅
威
は
行
は
る
、
の
で
あ
る
が
、
併
し
撹
話
法
の
右
回
に
俘
っ
て
宗
教
態

が
成
立
す
る
。
即
ち
抑
揚
合
に
於
て
は
吾
々
は
良
己
の
功
績
叉
は
儂
値
を
威
じ
、
弱
し
て
ま
た
之

に
輪
蔵
じ
力
瀟
耐
を
期
侍
す
る
資
格
を
得
る
。
・
併
し
功
績
叉
は
便
値
は
吾
々
禽
身
幅
へ
得
る
も

の
で
あ
る
が
認
証
は
吾
々
の
カ
の
左
右
し
得
る
も
の
で
な
い
、
從
っ
て
吾
々
は
道
徳
法
の
最
高
執

行
者
よ
ム
し
て
之
を
期
待
す
る
。
此
最
高
執
行
者
は
至
高
善
が
圓
満
に
實
現
さ
れ
控
の
者
、
邸
ち

最
高
道
徳
と
最
高
幅
就
と
の
合
一
で
あ
っ
て
無
限
の
二
値
を
有
し
、
漏
れ
に
比
べ
て
は
吾
々
臼
身

の
債
値
は
無
に
等
し
い
。
斯
く
て
吾
々
之
に
憂
し
て
無
限
の
崇
敬
と
驚
異
と
を
威
ぜ
ぎ
る
を
得

膿
。
即
ち
此
揚
合
に
於
て
は
吾
々
は
竈
も
滋
徳
的
立
法
者
と
し
の
聯
の
思
想
に
依
て
意
志
決
定

を
容
易
く
す
る
の
で
な
く
し
●
て
、
密
己
の
内
に
宿
る
道
徳
的
威
力
に
依
て
爲
さ
れ
π
る
行
動
の
灘
意

識
に
豪
い
て
至
高
善
の
信
仰
、
而
し
て
之
と
共
に
帥
に
樹
す
る
純
な
る
崇
敬
が
成
立
つ
の
で
あ
る
。

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

之
は
理
性
敏
（
＜
Φ
舅
毒
ξ
象
σ
q
δ
膨
）
の
段
階
で
あ
っ
て
、
道
徳
上
人
問
の
至
高
欺
態
で
あ
る
。
第
二
に
、
若

し
之
に
反
し
て
道
徳
法
の
威
力
が
弱
め
ら
れ
て
法
論
身
の
カ
の
み
を
以
て
し
て
は
感
性
を
支
配

し
得
ず
、
道
徳
法
は
同
時
に
淋
の
律
法
で
あ
る
、
道
徳
的
立
法
者
と
し
て
の
紳
の
意
志
が
良
心
の
盤
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
ヘ
　
　
へ

と
し
て
現
は
れ
カ
の
で
あ
る
と
い
ぷ
信
仰
に
託
て
強
め
ら
る
＼
を
要
す
る
二
合
に
は
、
自
然
敏
身
守

葺
奮
蔚
δ
に
）
で
あ
る
。
最
後
に
、
道
徳
法
の
威
力
が
軍
に
域
牲
の
長
め
に
弱
あ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
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濃
く
抑
塵
さ
れ
て
全
然
力
を
失
ふ
と
い
ふ
揚
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
吾
々
の
道
徳
紛
威
惜
は
軍
に

力
添
を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
全
然
新
撰
に
喚
生
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
諏
。
而
し
て
甦
れ
は
如
何

に
し
て
可
能
で
あ
る
か
と
言
へ
ば
、
道
徳
法
が
吾
々
に
嫁
し
て
威
畳
界
に
現
は
れ
聯
の
超
肖
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

命
令
と
し
て
外
よ
う
し
て
告
知
さ
る
㌧
乙
と
に
依
る
外
は
な
い
。
之
が
即
ち
啓
示
藪
で
あ
る
。

理
性
敏
と
劃
然
敏
と
は
道
徳
的
鳳
情
を
待
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
、
併
し
新
に
滋
徳
的
威
情
其

者
を
喚
起
す
る
は
啓
示
を
待
ち
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
。
道
徳
法
と
自
然
法
と
の
素
立
は
人
性

に
必
然
で
あ
る
が
声
併
し
後
者
に
依
て
の
前
者
の
歴
伏
は
必
然
的
で
な
く
し
て
偶
然
的
数
経
脚
的

與
件
で
あ
る
。
啓
示
は
此
経
沙
蚕
駆
血
の
下
に
可
能
で
あ
る
。
窪
く
て
、
若
し
歴
更
の
或
時
期
に

於
て
人
類
が
極
端
に
鐙
落
し
て
良
心
が
全
然
威
力
を
失
つ
カ
こ
と
が
あ
っ
カ
と
す
れ
ば
此
時
代

に
重
て
は
道
徳
意
識
の
畳
醒
は
啓
示
に
依
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
っ
カ
と
想
像
す
る
乙
と
が
閏

家
る
。
無
論
吾
々
の
理
性
に
内
勤
す
る
濫
徳
律
即
ち
紳
の
命
令
で
あ
る
か
ら
、
此
啓
示
の
内
容
は

人
間
の
理
性
的
本
性
に
宿
っ
て
居
る
竜
の
、
蔀
ち
善
の
法
定
と
赫
聖
な
る
立
法
者
と
し
て
の
紳
と

の
普
遍
的
な
道
徳
宗
教
的
意
識
の
外
に
出
で
＼
は
な
ら
綴
。
啓
示
の
本
塩
及
び
起
原
を
斯
の
動

く
見
る
時
は
其
の
翼
駕
純
愛
を
決
す
べ
き
標
準
が
盲
ら
確
定
す
る
。
繁
哺
に
啓
示
の
内
容
は
遣

直
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
、
或
は
道
徳
的
立
法
者
と
し
て
の
赫
の
崇
敬
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
、
實
践

　
　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
殿
哲
壌
の
獲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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哲
　
　
旛
轡
　
研
　
　
究
　
　
　
蟻
罪
六
融
馴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

理
性
の
要
求
に
契
合
す
る
以
外
の
内
容
を
有
す
る
啓
示
は
儒
で
あ
る
。
第
二
に
、
啓
示
を
待
禿
ず

し
て
は
救
濟
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
、
人
間
が
全
然
滅
性
に
支
配
さ
れ
て
之
に
無
徳
と
宗
敏
と
を

喚
起
さ
ん
が
爲
め
に
は
啓
示
が
絶
妙
的
に
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
、
切
な
る
啓
示
の
要
求
が
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
此
心
態
を
歓
く
走
査
に
は
啓
示
は
、
僑
に
し
て
贅
で
あ
る
。

　
「
啓
示
の
批
到
」
は
血
止
哲
學
の
原
理
を
宗
教
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
其
適
用
の
仕
方

に
於
て
は
レ
ッ
シ
ユ
ン
グ
の
影
響
を
看
過
す
る
ε
は
出
戻
な
い
。
純
粋
の
道
徳
を
．
宗
敏
の
本
質
及

び
目
的
と
す
る
纈
は
カ
ン
ト
及
び
レ
ッ
シ
ン
グ
の
双
方
に
共
通
で
あ
る
が
、
併
し
啓
示
を
ば
實
践
理

性
の
力
が
微
賜
に
て
て
其
膚
身
の
み
で
道
徳
を
實
現
し
得
、
な
い
と
い
ふ
偶
然
の
事
情
に
鷹
ず
る

外
的
援
助
と
見
る
こ
と
、
而
し
て
斯
く
し
て
成
立
す
る
啓
示
敏
に
野
し
て
理
性
敏
を
凡
て
の
小
働
教

の
最
上
欝
的
、
人
間
の
至
高
猷
態
と
す
る
こ
と
、
是
等
は
カ
ン
ト
の
思
想
に
非
ず
し
て
レ
。
シ
ン
グ
の

患
想
で
あ
る
。

五

　
カ
ン
↑
哲
學
を
梵
ハ
儘
我
物
と
し
て
「
啓
示
の
批
到
」
を
試
み
π
フ
、
ヒ
テ
は
禽
竜
な
く
良
家
の
「
知
識

學
」
を
説
く
に
至
つ
だ
が
、
所
謂
「
無
聯
三
々
争
」
期
に
於
け
る
論
文
及
贋
書
は
此
自
家
の
立
揚
よ
ム
更
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に
崇
敏
の
批
飼
を
試
み
力
竜
の
で
あ
ウ
て
、
前
時
期
の
宗
教
画
は
大
部
分
外
的
影
響
よ
り
し
て
詮

明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
此
期
よ
ウ
し
て
彼
肖
身
の
宗
敏
哲
學
的
挙
揚
が
成
立
つ
π
の
で

あ
る
。
併
し
、
彼
れ
の
「
知
識
學
」
が
カ
ン
ト
哲
學
を
徹
底
せ
し
め
ん
と
し
だ
結
果
之
を
超
越
し
だ
竜

の
で
あ
る
と
同
様
に
、
此
時
期
の
彼
れ
の
宗
敏
悪
難
も
亦
郭
大
膿
カ
ン
ト
の
宗
敏
哲
學
の
精
紳
を

徹
底
せ
し
め
ん
が
爲
め
に
之
を
超
越
し
た
竜
の
で
あ
る
と
言
へ
る
。

　
知
ら
る
㌦
如
く
「
無
憩
瀬
々
孚
」
は
フ
ィ
ヒ
プ
が
二
貰
ト
ハ
ム
マ
喜
と
共
に
編
輯
し
て
居
力
「
哲
學
難

誌
」
に
寄
稿
さ
れ
泥
フ
ォ
ー
ル
ベ
ル
グ
の
空
蝉
「
宗
激
の
概
念
の
螢
展
」
角
。
讐
霞
σ
q
“
図
暮
三
畠
一
諺
σ
Q
審
ω
国
Φ
σ
q
二
雰

鈴
口
二
障
σ
奄
下
呂
）
が
、
道
徳
的
宇
宙
統
治
の
母
野
的
信
仰
を
以
て
宗
敏
と
見
る
撒
に
於
て
大
釜
喬
説
と
噂

一
致
す
る
に
拘
ら
ず
、
紳
の
存
在
を
ば
永
久
不
確
罪
な
・
9
と
し
た
繍
に
一
致
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ

と
し
て
、
膚
己
の
「
違
背
宇
宙
統
治
の
吾
々
の
信
仰
の
根
鑛
を
論
ず
」
（
d
9
乙
窪
Q
旨
鼠
霞
目
Φ
門
戸
○
一
髭
ぴ
窪
¢

農
Φ
貯
①
α
⇔
ま
駐
魯
①
≦
①
潔
呪
①
σ
q
協
①
智
§
σ
q
）
を
添
へ
て
之
を
誌
上
に
登
表
し
た
之
と
に
端
を
開
き
、
而
し
て
死

論
文
に
封
ず
る
激
烈
な
る
世
の
攻
撃
に
封
し
て
フ
ィ
ヒ
ク
は
引
鋤
い
て
公
に
し
完
論
文
や
著
述
に

於
て
更
に
其
論
旨
を
登
展
解
明
し
た
の
で
あ
る
。
此
期
に
於
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
敏
哲
學
思
想
の

特
徴
を
明
に
せ
ん
が
革
め
に
は
之
を
フ
ォ
聖
ル
ベ
ル
グ
の
其
れ
と
甥
比
す
る
が
最
便
利
で
あ
る
。

何
故
か
な
れ
ば
、
フ
ィ
ヒ
プ
竜
フ
ォ
馨
ル
ベ
ル
グ
も
共
に
カ
ン
ト
説
の
正
當
な
登
覚
者
を
以
て
自
ら
任

　
　
　
　
フ
ィ
葛
　
テ
の
宗
教
曹
墨
∴
の
馳
霞
贋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
榊
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誓
　
　
照
解
　
　
研
　
　
究
　
　
　
嬢
塀
山
ハ
　
雛
抽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

じ
て
居
っ
て
、
而
し
て
此
雨
降
の
説
は
知
と
信
、
認
識
と
宗
敏
と
の
關
係
に
就
て
カ
ン
ト
哲
西
を
油

蝉
せ
し
む
る
こ
と
に
依
て
到
回
す
べ
き
唯
二
の
可
能
な
異
な
つ
π
生
揚
を
代
表
す
る
と
思
惟
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
吾
々
は
二
）
宗
敏
哲
學
の
難
題
、
（
二
）
信
仰
の
確
實
性
、
ニ
ニ
）
信
仰
の
勤
象
の
三

項
に
別
っ
て
此
事
を
叙
説
し
疫
い
。

　
（
一
）
宗
敏
哲
學
の
課
題
　
希
髄
鞘
來
多
く
の
哲
學
者
の
宗
敏
槻
は
其
薗
身
宗
教
の
代
用
を
な
す

べ
く
気
早
さ
れ
だ
竜
の
で
あ
っ
差
。
古
代
は
言
ふ
ま
で
主
な
く
、
近
世
に
入
っ
て
竜
カ
ン
ト
以
前

ま
で
は
、
哲
學
者
自
ら
多
く
科
挙
の
創
造
者
で
あ
る
と
共
に
叉
だ
意
識
無
意
識
の
問
に
宗
敏
の
創

造
者
を
以
て
、
自
ら
任
じ
て
居
っ
て
、
民
衆
の
宗
教
を
排
し
て
自
ら
の
宗
敏
観
を
ば
之
に
代
ら
し
め

る
と
い
ふ
こ
と
が
瞑
々
の
裡
に
有
力
な
動
機
と
鞭
っ
て
居
る
。
殊
に
理
知
導
流
の
第
十
八
世
紀

に
於
け
る
理
憩
論
者
、
或
は
一
般
に
理
性
敏
論
者
は
、
凡
て
の
成
立
宗
敏
を
排
し
て
其
所
謂
理
性
敏

を
ぱ
唯
唱
の
妥
當
な
宗
敏
と
主
張
し
て
居
る
。
　
レ
ッ
シ
ン
グ
に
至
っ
て
此
思
想
は
淺
分
か
匡
正
さ

れ
π
が
、
併
し
種
々
の
形
の
成
立
宗
敏
は
唯
民
衆
敏
化
の
聯
的
方
便
で
あ
っ
て
是
等
の
方
便
の
助

を
假
ウ
て
到
逮
さ
る
べ
き
竜
の
は
彼
自
身
が
哲
取
的
思
考
に
依
て
考
へ
だ
檬
な
理
性
敏
で
あ
る

と
考
へ
ら
れ
た
織
に
於
て
爾
ほ
啓
蒙
期
の
考
へ
方
を
脱
し
て
居
ら
澱
。
カ
ン
ト
の
批
寸
法
は
此

憩
想
を
根
本
よ
ム
打
破
し
禿
が
、
併
し
此
原
理
は
其
實
践
哲
學
に
於
て
拡
明
確
且
つ
嚴
密
に
は
適
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用
き
れ
て
居
ら
滋
。
　
フ
ィ
ヒ
テ
ば
其
「
翠
煙
世
界
統
治
の
吾
々
の
信
仰
の
根
糠
を
論
ず
あ
壁
頭
に
於

て
此
墨
金
哲
學
の
根
本
精
聯
に
基
い
て
極
め
て
明
確
に
宗
敏
哲
學
の
課
題
を
論
じ
カ
。
然
る
．
に
・

「
無
筆
論
々
争
」
に
於
け
る
彼
れ
の
攻
撃
者
は
此
明
確
澱
論
述
を
無
親
し
て
護
岡
の
筆
を
弄
し
た
か

ら
、
彼
は
更
に
反
覆
し
て
（
霧
隠
簿
論
旨
霞
琶
σ
Q
自
註
酔
≦
9
．
伸
Φ
岩
国
．
曽
σ
Q
Φ
蕊
卜
墓
Φ
違
Φ
諺
国
冒
暮
。
。
◎
｝
き
鐘
。
潜
●
）
之
を
論

い
て
此
誤
解
を
解
か
ん
と
し
た
。
攻
塾
者
曝
・
ご
ナ
を
ば
啓
蒙
期
の
理
性
敏
論
者
と
混
同
し
て

宗
敏
其
者
の
革
新
を
試
み
ん
と
す
る
者
と
見
だ
。
之
と
同
様
の
誤
解
は
「
知
識
學
」
が
初
あ
て
現
は

れ
た
時
に
竜
起
つ
だ
の
で
溜
る
が
、
．
知
識
學
」
の
、
根
本
命
題
」
が
自
然
及
び
世
界
を
澄
出
し
得
な
い
，
叉

控
造
出
す
と
要
求
も
し
な
い
と
同
郷
に
、
共
宗
敏
哲
學
は
宗
敏
を
造
出
す
と
い
ふ
乙
と
を
臼
的
と

す
る
も
の
で
な
い
。
「
知
識
學
」
は
輩
に
経
験
．
即
ち
吾
々
の
必
然
的
表
象
の
膿
系
、
或
は
意
識
の
膚
然

的
事
實
を
「
論
明
」
し
「
墓
礎
づ
け
」
ん
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
れ
が
宗
敏
の
考
察
に
適
用

さ
る
、
揚
合
も
亦
た
同
様
に
宗
敏
を
造
ら
ん
と
す
る
に
興
ず
し
て
唯
之
を
封
象
と
す
る
の
み
で

あ
る
。
甥
象
を
説
明
せ
ん
が
爲
め
に
は
吾
々
は
之
を
考
察
ぜ
ね
ば
な
ら
諏
、
從
っ
て
立
揚
を
其
外

に
取
ら
ね
ば
な
ら
織
。
從
っ
て
「
知
識
學
」
は
軍
立
揚
を
経
験
の
外
、
生
活
の
外
に
取
ら
ね
ば
な
ら
滋
、

從
っ
て
此
雨
者
よ
ウ
全
周
さ
れ
ね
ば
な
ら
毅
。
生
活
は
其
本
領
と
し
て
は
哲
學
作
用
を
加
昧
せ

ず
、
学
歴
作
用
は
其
本
領
と
し
て
生
活
を
離
れ
ね
ば
な
ら
膿
（
窪
昆
巳
彦
Φ
同
§
σ
Q
Φ
量
・
砿
・
鴎
・
。
。
・
）
。
婦
識
撃

　
　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
出
翠
｛
教
却
鷲
學
の
畿
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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哲
醗
研
究
　
　
第
六
．
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
圏

が
経
験
其
者
に
非
ざ
る
と
同
様
宗
教
哲
學
は
宗
教
其
潔
で
な
い
。
然
ら
ば
宗
敏
を
説
明
す
る
と

は
如
何
な
る
こ
と
か
。
曰
く
、
「
知
識
學
」
に
簸
て
経
鹸
を
論
明
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
経
鹸
を
「
我
あ
必

然
的
行
動
と
し
て
「
演
繹
」
す
る
に
あ
っ
た
と
同
様
に
宗
敏
を
論
証
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
聯
的
世
界

統
治
の
信
仰
が
必
然
的
に
「
我
」
に
厩
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
謹
明
す
る
に
あ
る
。
こ
れ
が
知
識
學
の
翫

揚
よ
う
し
て
の
宗
敏
哲
學
の
根
本
課
題
で
あ
る
。

宗
敷
哲
學
の
長
軸
に
心
す
る
此
の
如
き
言
説
は
畢
湘
南
藤
壷
學
の
精
淋
を
一
廓
明
確
に
言
表
は

し
だ
竜
の
に
過
ぎ
繊
の
で
あ
る
が
、
併
し
フ
ィ
七
プ
と
等
し
く
批
素
心
學
の
正
當
な
襯
猛
者
を
以
て

任
ず
る
フ
ォ
事
ル
ベ
ル
グ
は
之
に
言
及
し
て
居
な
い
。
フ
ィ
鷺
ク
は
其
宗
教
観
の
出
血
瓢
に
於
て
第

一
に
之
を
明
確
に
し
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
説
く
様
に
彼
れ
の
宗
教
哲
學
の
内
容
に
最
重

要
な
關
係
を
有
す
る
。
（
未
完
）


